
  
              

　 

市
で
は
、広
報
紙
や
各
種
案
内
チ
ラ
シ
等

の
配
付
、情
報
の
伝
達
、地
域
の
環
境
保
全
活

動
な
ど
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
た
め
、町
内

会
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。 

助
成
金
は
、年
２
回
に
分
け
て
振
り
込
み

ま
す
が
、１２
月
に
後
期
分
を
交
付
し
ま
す
。 

１
町
内
会
当
た
り
の
助
成
金
積
算
方
法 

「
年
額
４
万
８
０
０
０
円（
均
等
割
）」＋ 

「
年
額
９
０
０
円
×
世
帯
数（
世
帯
割
）」
�

　 

各
町
内
会
に
お
い
て
は
、安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、様
々
な
取
り
組
み
を

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、そ
れ
ら
の
活

動
の
一
助
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
市
民
協
働
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
５
３ 
 

   

各
家
庭
に
配
付
の
「
家
庭
ご
み
＆
資
源
の

分
け
方
と
出
し
方
」
を
参
考
に
分
別
し
、３４
ペ

ー
ジ
の
「
年
末
年
始
を
含
む
収
集
日
程
表
」

の
と
お
り
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

            

ご
み
集
積
場
へ
の
ご
み
出
し
は
、必
ず
午
前

８
時
３０
分
ま
で
に
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

 

引
越
し
、落
葉
・
刈
草
の
清
掃
に
伴
う
一 

時
大
量
ご
み
に
つ
い
て 

年
末
は
、引
越
し
や
大
掃
除
、庭
の
落
葉
や

草
刈
・
剪
定
に
伴
う
ご
み
を
出
さ
れ
る
ご
家

庭
も
多
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
ご
家
庭
か
ら
一
時
的
に
大
量

の
ご
み
が
出
る
場
合
は
、５
袋
程
度
を
目
安

に
何
回
か
に
分
け
て
出
し
て
い
た
だ
く
か
、焼

却
施
設（
海
部
地
区
環
境
事
務
組
合
八
穂
セ

ン
タ
ー
）へ
の
自
己
搬
入
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。 一

度
に
集
積
場
に
大
量
の
ご
み
を
出
さ
れ

ま
す
と
、そ
の
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
ご
み
の

収
集
に
支
障
を
き
た
す
ば
か
り
か
、町
内
の

集
積
場
ト
ラ
ブ
ル
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

問
合
　
清
掃
事
務
所
　
1
２６
ー

４
２
２
８ 

   

年
末
は
、師
走
特
有
の
慌
た
だ
し
さ
か
ら

運
転
者
や
歩
行
者
等
の
注
意
力
が
散
漫
と
な

り
、交
通
事
故
の
多
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。 

交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、次

の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う 

飲
ん
だ
ら
絶
対
に
車
を
運
転
し
な
い
、飲

酒
運
転
を
許
さ
な
い
社
会
環
境
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。 

子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う 

運
転
者
は
、子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け

た
ら
、速
度
を
落
と
す
な
ど
の
思
い
や
り
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
、自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う 

夕
暮
れ
時
に
は
歩
行
者
や
自
転
車
に
注
意

を
促
す
た
め
、車
の
前
照
灯
を
早
め
に
点
灯

し
ま
し
ょ
う
。 

       

後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着

用
し
よ
う 

車
に
乗
る
と
き
は
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
必
ず
着
用
し
て
か
ら
発
進

す
る
習
慣
を
付
け
、後
部
座
席
で
の
着
用
も

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。 

問
合
　
市
民
協
働
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
５
３ 

   「
犯
罪
に
あ
わ
な
い
」「
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な

い
」「
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い
」 

年
の
瀬
を
控
え
、あ
わ
た
だ
し
さ
を
感
じ

る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
年
末
の
準
備
の
買

い
物
や
金
融
機
関
で
の
入
出
金
の
機
会
が
増

え
、こ
れ
に
伴
っ
て
ひ
っ
た
く
り
等
の
犯
罪
が

増
え
ま
す
。「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
油
断
せ
ず
、

「
自
分
は
ね
ら
わ
れ
て
い
る
」
と
気
を
引
き
締

め
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
愛
知
県
で
は
、住
宅
対
象
侵
入
盗
被

害
が
、９
年
連
続
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
い

う
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一
層
の

防
犯
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

 

運
動
の
重
点 

・
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の
防
止 

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止 

・
自
動
車
盗
の
防
止 

・
ひ
っ
た
く
り
等
街
頭
で
発
生
す
る
犯
罪
の

防
止 

問
合
　
市
民
協
働
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ

　
　
　
内
線
２
２
５
２ 

町
内
会
に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
 

お
知
ら
せ 

集
積
場
へ
の
ご
み
出
し
は
時
間
厳
守
で 

ご
み
の
排
出
に
つ
い
て
の
お
願
い
 

年
末
年
始
お
よ
び
祝
日
の
家
庭
ご
み
の
収
集
 

引
越
し
、落
葉
・
刈
草
の
清
掃
に
伴
う
一
時 

大
量
ご
み
に
つ
い
て 

１２
月
１
日

〜
１０
日

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
 

１２
月
１
日

〜
２０
日

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動
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放
し
飼
い
を
し
て
い
ま
せ
ん
か 

犬
を
放
し
て
飼
う
こ
と
は
愛
知
県
の
「
動

物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
愛
犬
の
散
歩
時
は
、必
ず

リ
ー
ド
を
付
け
て
、自
分
だ
け
で
は
な
く
他

人
に
も
安
心
安
全
な
散
歩
を
し
ま
し
ょ
う
。 

フ
ン
の
片
付
け
は
、飼
主
の
責
任
で
す 

放
置
さ
れ
た
犬
の
フ
ン
に
つ
い
て
、た
く
さ

ん
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
時

は
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
っ
て
、必
ず
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。 

無
駄
吠
え
を
し
て
い
ま
せ
ん
か 

飼
い
犬
の
鳴
き
声
が
、近
隣
に
迷
惑
を
か

け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
夜
間
や
留
守
中

な
ど
、無
駄
に
吠
え
た
り
し
な
い
よ
う
に「
し

つ
け
」が
必
要
で
す
。 

し
つ
け
が
困
難
な
と
き
は
、愛
知
県
動
物

保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

問
合
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
３
３ 

　
　
　
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
尾
張
支
所 

　
　
　
1
０
５
８
６
ー

７８
ー

２
５
９
５ 

 

     

固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１
日
を
賦
課

期
日
と
し
て
課
税
し
ま
す
。 

そ
の
た
め
、賦
課
期
日
ま
で
に
家
屋
の
取

壊
し
や
新
増
築
、用
途
変
更
、未
登
記
家
屋
の

名
義
変
更
、土
地
の
利
用
状
況
の
変
更
な
ど

を
さ
れ
た
場
合
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※
平
成
２８
年
１
月
２
日
以
降
に
新
増
築
さ
れ

た
家
屋
に
つ
い
て
、固
定
資
産
税
評
価
額

を
算
出
す
る
た
め
、税
務
課
家
屋
担
当
調

査
員
に
よ
る
家
屋
調
査
を
随
時
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
合
　
税
務
課
固
定
資
産
税
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
０
５
〜
２
２
０
８ 

  
  

中
村
年
金
事
務
所
職
員
に
よ
る
厚
生
年
金

相
談
が
、毎
月
２
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

相
談
日
　
毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日(

祝
日
の

場
合
は
変
更
） 

※
市
政
の
ひ
ろ
ば「
市
民
相
談
」
の
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
　
　 

場
所
　
相
談
室（
市
役
所
１
階
） 

相
談
の
仕
方 

　
年
金
手
帳
等
、年
金
相
談
に
関
す
る
も
の

を
す
べ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
市
民
課
受

付
前
に
あ
り
ま
す
「
番
号
札
」
お
よ
び
「
年

金
相
談･

手
続
受
付
票
」
を
取
り
、所
要
事

項
を
記
入
の
上
、お
待
ち
く
だ
さ
い
。
順
番

に
相
談
で
き
ま
す
。 

※
混
雑
時
に
は
、相
談
受
付
を
制
限
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
相
談
し
て
い
た
だ
け
る

の
は
、午
前
・
午
後
各
１０
人
で
す
。 

※
こ
の
年
金
相
談
で
は
、共
済
年
金
や
恩
給

の
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
連

絡
先
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書 

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

1
０
５
７
０
ー

０
０
３
ー

０
０
４ 

1
０３
ー

６
６
３
０
ー

２
５
２
５（
IP
電
話
用
） 

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
す
る
場
合
に
必
要
と
な
る
「
平
成

２８
年
分
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控

除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）が
、日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
、今
年
１０
月
１
日
以
降
に
初
め
て
納

付
さ
れ
た
方
に
は
、翌
年
２
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
る
予
定
で
す
。 

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続
き
の

際
に
は
、必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
書
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。 

問
合
　
保
険
年
金
課
医
療
・
年
金
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
２
１
・
２
１
２
２ 

　
　
　
中
村
年
金
事
務
所 

　
　
　
1
０
５
２
ー

４
５
３
ー

７
２
０
０ 

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
 

家
屋
の
取
壊
し
、新
増
築
、用
途
 

変
更
、未
登
記
家
屋
の
名
義
変
更
、 

土
地
の
利
用
状
況
変
更
な
ど
 

 

来
年
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
方
へ
 

津
島
市
制
７０
周
年
記
念
式
典（
金
婚
式
の
部
）で
、平
成
２９
年
に
結
婚
５０

周
年
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
の
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
す
。
 

日
時
　
３
月
１
日

 
午
前
１０
時 

場
所
　
文
化
会
館
 

対
象
 

・
平
成
２９
年
に
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
夫
婦（
昭
和
４２
年
に
ご
結
婚
さ
れ

た
夫
婦
） 

・
平
成
２９
年
１
月
１
日
現
在
市
内
在
住
の
方
 

　
な
お
、平
成
２９
年
以
前
に
対
象
と
な
る
ご
夫
婦
で
、金
婚
式
の
申
出
書

を
ご
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

申
出
書
配
布
お
よ
び
受
付
場
所
 

・
人
事
秘
書
課（
市
役
所
３
階
） 

・
神
守
支
所
 

・
神
島
田
連
絡
所
 

受
付
期
間
　
１
月
４
日

〜
３１
日

 

問
合
　
人
事
秘
書
課
秘
書
Ｇ
　
内
線
２
３
０
３
 

 

犬
を
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
 

年
金
の
お
知
ら
せ
 

厚
生
年
金
相
談 

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除 

証
明
書 

「市政のひろば」つしま2016.12１６ 
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自
宅
で
高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る
家
族

の
方
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、介
護
用

品
を
支
給
し
ま
す
。 

対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方 

・
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
認
定
が
要
介

護
度
４
・
５
の
高
齢
者（
４０
歳
以
上
６５
歳
未

満
で
あ
っ
て
特
定
疾
患
に
該
当
す
る
場
合

を
含
む
）を
自
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
家

族
の
方 

・
要
介
護
者
お
よ
び
介
護
者
が
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方 

支
給
品
目
　
紙
お
む
つ
、尿
取
り
パ
ッ
ド
、介

護
用
手
袋
、防
水
シ
ー
ツ
、ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、口
腔
ケ
ア
用
品  

支
給
限
度
額
　
７
万
５
０
０
０
円（
た
だ
し
、

今
年
度
す
で
に
支
給
を
受
け
た
方
は
、前

回
支
給
分
と
合
わ
せ
て
７
万
５
０
０
０
円

ま
で
） 

実
施
時
期
　
平
成
２９
年
２
月 

申
込
　
１２
月
１
日

〜
１５
日

(

土
・
日
曜
日

は
除
く)

に
直
接
左
記
へ
。 

問
合
　
市
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　
　
1
２３
ー

４
５
５
６ 

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
 

高額医療・高額介護合算制度  
 
同じ医療保険の世帯内で医療と介護の両方を合わ
せた年間の自己負担が下表の限度額を超えた場合、
申請によりその超えた分が払い戻されます。 
※払い戻し金額が５００円以下の場合は該当しません。
また、同じ世帯でも、異なる医療保険に加入してい
る家族の場合は合算できません。 
申請手続 
国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入している方 
該当者には、１２月以降に通知文またはハガキを送

付しますので、届きましたら保険年金課（市役所１階）
で申請してください。 
ただし、平成２７年８月１日～平成２８年７月３１日の期
間中、次に該当する方は通知文またはハガキが届かな
いことがありますので、現在加入している医療保険者
に確認してください。 

①市区町村を越えて転居をした方 
②他の医療保険から国民健康保険または後期高齢者
医療制度に移った方 

※②の場合、異動前の医療保険者または介護保険者
からの自己負担額証明書が必要です。 
被用者保険(全国健康保険協会･共済組合など)に加入
している方 
手続き方法、支給時期などは各保険者によって異な

りますので、加入している医療保険者（事業所など）に
お問い合わせください。 
問合　保険年金課国民健康保険Ｇ 
　　　内線２１２５～２１２８ 
　　　保険年金課医療年金Ｇ 
　　　内線２１２３・２１２４ 
　　　高齢介護課介護保険Ｇ 
　　　内線２１４１・２１４２ 
 

高額医療・高額介護合算制度 

国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入している方 

被用者保険(全国健康保険協会･共済組合など)に 
加入している方 

※８月１日から翌年７月３１日までの１２カ月を計算します。 
※区分は７月３１日現在の医療保険の区分です。（低所得者Ⅰで介護サービス利用者が複数いる世帯の場合は、低所得者Ⅱの合算限度額が適
用されます。） 
※標報＝標準報酬月額の略　被用者保険における所得区分に使用します。 
※旧ただし書所得＝国民健康保険における所得区分に使用します。 
※平成２７年1月に改正の経過措置として平成２６年８月１日～平成２７年７月３１日までの期間は（　）内を適用します。 

低所得者 
Ⅱ 

Ⅰ 

３１万円 

１９万円 

３１万円 

５６万円 ５６万円 

１９万円 

６０万円（６３万） 

後期高齢者医療制度＋介護保険 
（７５歳以上の方） 

区　　　　分 医療保険＋介護保険 
（７０～７４歳の方） 

 

医療保険＋介護保険 
（７０歳未満の方） 

６７万円 ６７万円 

２１２万円（１７６万円） 

１４１万円（１３５万円） 

６７万円 

３４万円 

標報８３万円以上・旧ただし書所得９０１
万円超・７０歳以上現役並み所得 

標報５３～７９万円・旧ただし書所得６００万円
超９０１万円以下・７０歳以上現役並み所得 

標報２８～５０万円・旧ただし書所得２１０万円
超６００万円以下・７０歳以上現役並み所得 

標報２６万円以下・旧ただし書所得２１０
万円以下・７０歳以上一般 
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熱湯はダメ 

 

  

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る
と
、水

道
管
の
水
が
凍
結
し
た
り
、管
が
破
裂
し
や

す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。 

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は 

・
水
道
管
に
保
温
材
な
ど
を
巻
く 

・
凍
結
し
た
ら
水
道
管
や
蛇
口
に
タ
オ
ル
な

ど
を
か
け
、ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る 

※
熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
す
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　  

         

ま
た
、次
の
よ
う
な
と
き
は
、連
絡
先
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

家
庭
で
緊
急
に
修
繕
が
必
要
な
と
き 

・
凍
結
に
よ
り
漏
水
し
た
と
き 

・
蛇
口
を
閉
め
て
も
水
が
止
ま
ら
な
い
と
き 

・
水
洗
便
所
の
水
が
止
ま
ら
な
い
と
き 

連
絡
先
　
津
島
市
上
下
水
道
指
定
工
事
店
協

同
組
合
　
1
３２
ー

１
３
９
３ 

道
路
上
で
漏
水
が
発
生
し
て
い
る
と
き 

連
絡
先
　
上
下
水
道
部
工
務
課
工
務
Ｇ 

　
　
　
　
内
線
２
４
３
７ 

問
合
　
上
下
水
道
部
管
理
課
管
理
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
４
４
２ 

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は 

水
道
管
の
冬
支
度
 

障害者週間　１２月３日 ～９日

私たちの周りには障がいのある人がたくさんいます。また、自分自身も、病気や事故などで障がいの状態になる可
能性もあります。同じ社会の一員として、障がいや障がいのある人のことを知り、身近なこととして考えてみませんか。 

ハートプラスマーク 
身体内部に障がいのある人を表しています。身体内部(心臓、呼吸機能、じん臓、肝臓、膀胱・

直腸、小腸、免疫機能）の障がいのある方は外見から分かりにくいため、このマークを着用され
ている方を見かけた場合は、内部障がいについて理解し、配慮する必要があります。 

オストメイトマーク 
人工肛門・人工膀胱を使用して

いる方（オストメイト）のための設
備があることを表し、オストメイト
対応トイレの入口・案内誘導プレ
ートに表示されています。 

問合　福祉課福祉Ｇ　内線２１３１・２１３２ 
 

聴覚障害者標識 
聴覚に障がいのある方が運転

する車に表示するマークです。 

身体障害者標識 
肢体不自由であることを理由に

免許に条件を付されている方が
運転する車に表示するマークです。 

ほじょ犬マーク 
身体障害者補助犬（盲導犬・介

助犬・聴導犬）同伴の啓発のため
のマークです。 

障害者のための国際シンボル 
マーク 
障がいのある方が容易に利用

できる建物、施設であることを明
確に示すシンボルマークです。 

耳マーク 
聴覚に障がいのある方がコミュ

ニケーションを円滑にするため制
定されたマークです。 
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非
行
の
芽 
は
や
め
に
つ
も
う 

み
な
我
が
子 

生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
が
ち
に
な
る
年
末
年

始
は
、青
少
年
が
非
行
に
か
か
わ
っ
た
り
、犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま

す
。 「

地
域
で
子
ど
も
・
若
者
を
育
て
る
」
意
識

を
持
っ
て
見
守
り
、声
か
け
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。 

主
唱
　
県
、県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
、市

青
少
年
問
題
協
議
会 

問
合
　
市
青
少
年
問
題
協
議
会（
社
会
教
育

課
生
涯
学
習
Ｇ
内
）内
線
２
２
８
２ 

      

各
融
資
制
度
の
ご
案
内 

 

小
規
模
企
業
等
振
興
資
金
　 

中
小
企
業
者
を
対
象
と
し
た
運
転
資
金
お

よ
び
設
備
資
金
を
融
資
す
る
制
度
で
す
。
た

だ
し
新
規
開
業
者
は
対
象
外
で
す
。 

通
常
資
金 

融
資
対
象
　
従
業
員
５０
人（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
３０
人
）以
下
の
個
人
、会
社
、医
療
法
人
、

企
業
組
合 

限
度
額
　
５
０
０
０
万
円 

受
付
窓
口
　
市
内
取
扱
金
融
機
関
お
よ
び
津

島
商
工
会
議
所 

納
税
状
況
の
確
認
　
所
得
税（
法
人
の
場
合

は
法
人
税
）、事
業
税
、県
民
税
、市
民
税
を

確
認
し
ま
す
。 

小
口
資
金 

融
資
対
象
　
従
業
員
２０
人（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
５
人
）以
下
の
個
人
、会
社
、医
療
法
人
、

企
業
組
合 

限
度
額
　
１
２
５
０
万
円（
既
存
の
保
証
協

会
の
保
証
付
き
融
資
残
高
を
含
む
） 

受
付
窓
口
　
市
内
取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
津

島
商
工
会
議
所 

納
税
状
況
の
確
認
　
所
得
税（
法
人
の
場
合

は
法
人
税
）、事
業
税
、県
民
税
、市
民
税
を

確
認
し
ま
す
。 

※
各
融
資
資
金
に
は
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま

す
の
で
、相
談
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

相
談
窓
口
・
問
合 

　
愛
知
県
信
用
保
証
協
会 

　
1
０
１
２
０
ー

４
５
４
ー

７
５
４ 
 

く
ら
し
を
育
て
る
資
金
融
資
制
度 

教
育
に
係
る
資
金
、医
療
・
介
護
に
係
る
資

金
、出
産
・
育
児
に
係
る
資
金
、自
動
車
に
係

る
資
金
を
必
要
と
す
る
市
民
を
対
象
と
す
る

融
資
制
度
で
す
。 

限
度
額
　
２
０
０
万
円 

融
資
期
間
　
１０
年
以
内
　 

 

勤
労
者
等
住
宅
資
金
融
資
制
度 

市
内
に
居
住
す
る
勤
労
者
等
に
対
す
る
、

住
宅
の
新
築
、増
改
築
等
の
資
金
、分
譲
住
宅

（
マ
ン
シ
ョ
ン
を
含
む
）お
よ
び
中
古
住
宅
の

購
入
資
金
、住
宅
用
地
の
購
入
資
金（
２
年
以

内
に
住
宅
建
築
予
定
の
も
の
に
限
る
）の
た

め
の
融
資
制
度
で
す
。 

限
度
額
　
２
０
０
０
万
円 

融
資
期
間
　
３５
年
以
内 

※
各
制
度
に
は
、各
種
融
資
条
件
が
あ
り
、取

扱
金
融
機
関
に
お
い
て
融
資
の
審
査
が
行

わ
れ
ま
す
。 

問
合
　
い
ち
い
信
用
金
庫
津
島
営
業
部 

　
　
　
1
２４
ー

９
１
１
１ 

　
　
　
東
海
労
働
金
庫
津
島
支
店 

　
　
　
1
２５
ー

１
１
５
１ 

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り
 

組
む
県
民
運
動（
冬
期
） 

各
融
資
制
度
の
ご
案
内
 

１２
月
２０
日

〜
１
月
１０
日

小
規
模
企
業
等
振
興
資
金
　 

く
ら
し
を
育
て
る
資
金
融
資
制
度 

勤
労
者
等
住
宅
資
金
融
資
制
度 

防災
 

ハザ
ード 

マップ
も！ 広報紙がアプリで読める 

アプリダウンロードは 
こちらから↓ 

・興味のある分野にしぼって
お知らせ 
・「オフライン閲覧モード」で、
いつでもどこでも読める 
・防災マップも読める 
・無料で読める 
　（別途通信料は必要です） 
 
問合　シティプロモーション課広報・広聴Ｇ　内線２３５２・２３５３ 

Android iOS
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